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氏 名 諸藤  達也 
（論文審査の結果の要旨）  
 
本論文は、有機電極反応を用いた芳香族化合物の炭素–水素結合変換反応を可能にするための
過剰酸化を原理的に回避する反応設計とそれに基づく新規反応開発について述べたものである。
以下にその概要を示す。 
 
1. 低温電解酸化によって芳香族ラジカルカチオン種を発生・蓄積し、通電後別の芳香族化合物
を反応させるラジカルカチオンプール法を開発した。本手法は基質である二つの芳香族化合物に
ハロゲン化や有機金属試薬化など事前に官能基化しておく必要がなく、二つの炭素–水素結合を
直接炭素–炭素結合に変換できる。一般的な電気化学的手法と異なり、本手法は目的生成物を酸
化条件にさらさずにすむため、過剰酸化を回避することができる。 
 
2. 芳香族化合物を電解酸化し、発生したラジカルカチオン種からカチオン種を一度合成し、そ
の後化学変換により目的の化合物を得る反応設計によって、芳香環に窒素官能基を導入する反応
を開発した。従来の電気化学的な手法を用いて芳香環に窒素官能基を導入することは過剰酸化の
ため困難とされてきた。しかし、正電荷の強い電子求引性により酸化をうけにくいカチオン性の
中間体を経由することにより、これに成功した。本反応設計は汎用性が高く、芳香族第一級アミ
ン、ベンゾアゾール類、N-置換イミダゾール類といった様々な化合物を合成する手法に展開でき
た。 
 
3. 第一級アルキルアミンを事前にヘテロ環化しておく反応設計を行い、それに基いて芳香族化
合物に官能基を有する第一級アルキルアミンを導入する手法を開発した。ヘテロ環化合物はアル
キルアミンより酸化されにくいが十分な求核性をもっており、また窒素上にプロトンを持たない
ので窒素上で芳香族化合物と反応するとカチオン性の中間体を与える。このようなヘテロ環化合
物存在下、芳香族化合物を電解酸化し、通電後適切な化学反応を行うことにより目的のカップリ
ング生成物を得ることを見出した。 
 
4. 開発した反応を用いて、いくつかの生理活性物質を従来法より短工程で合成した。これらの
化合物は抗真菌剤や、VLA-4阻害剤、日光川で採取された変異原物質等多岐にわたり、開発した
反応が有機合成における強力なツールになることを示した。 
 
以上、本論文は、有機電解反応の新しい可能性を開くもので、新規で有用な知見を多く含んで
おり、学術上、実際上、寄与するところが少なくない。よって、本論文は、博士（工学）の学位
論文として価値あるものと認めた。また、平成２７年１１月２０日、論文内容とそれに関連する
事項について試問を行った結果、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認
し、合格と認めた。 
 
 
